
６
月
２
５
日
、
東
京
・
日
経

ホ
ー
ル
で
Ｏ
Ｋ
Ｉ
第
９
０
回
定

期
株
主
総
会
が
約
２
５
０
名
の

参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
会
か
ら
も
事
前
に
質
問
書

を
提
出
し
、
代
表
２
名
が
社
員

株
主
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

切
実
な
課
題
を
ど
う
す
る
？

特
に
今
回
の
株
主
総
会
で
は
、

長
時
間
・
過
重
労
働
に
よ
る
健

康
問
題
、
増
え
続
け
る
非
正
規

社
員
（
契
約
社
員
は
約
20
％
）

の
待
遇
改
善
と
使
い
捨
て
問
題
、

海
外
進
出
に
伴
う
国
内
の
事
業

縮
小
や
人
員
削
減
の
計
画
の
有

無
、
女
性
社
員
の
活
用
問
題
な

ど
を
取
り
上
げ
経
営
陣
に
質
し

ま
し
た
。

誠
意
あ
る
回
答
が

欲
し
か
っ
た

経
営
陣
の
回
答
は
国
内
事
業

の
縮
小
は
考
え
て
い
な
い
、
今

後
も
国
内
で
も
収
益
拡
大
を
目

指
す
事
や
、
そ
の
他
数
字
的
説

明
は
あ
り
ま
し
た
が
、
質
問
し

た
切
実
な
問
題
に
は
「
関
係
法

令
を
踏
ま
え
適
法
・
適
切
に
対

応
し
て
い
る
」
と
の
一
言
で
、

誠
意
あ
る
回
答
と
は
言
え
な
い

も
の
で
し
た
。

他
の
株
主
か
ら
も
「
セ
ク
ハ

ラ
が
あ
る
と
か
聞
い
て
い
る
が

人
権
侵
害
調
査
を
し
て
い
る
の

か
」
「
人
材
育
成
を
も
っ
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
」
「
一
株
当

た
り
３
６
．
２
１
円
の
利
益
を

上
げ
な
が
ら
３
円
の
配
当
は
少

な
す
ぎ
る
」
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
具
体
的
に
ど
う
推
進
し

て
い
る
の
か
」
な
ど
14
人
か
ら

質
問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

経
営
に
求
め
ら
れ
る
の
は

人
を
大
事
に
す
る
こ
と

す
べ
て
の
経
営
指
標
で
増
収

増
益
に
な
り
、
８
年
ぶ
り
に
株

主
配
当
が
実
施
さ
れ
る
Ｏ
Ｋ
Ｉ

に
今
後
求
め
ら
る
も
の
は
、
２

０
数
年
来
の
リ
ス
ト
ラ
で
傷
つ

い
た
労
働
環
境
の
改
善
を
優
先

し
て
こ
そ
会
社
が
言
う
「
成
長

へ
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
で
き
る

保
障
に
な
る
の
で
な
い
で
し
ょ

う
か
。

２ ０ １ ４ 年 ７ 月 第 ３ １ ２ 号

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

過
労
死
防
止
基
本
法
案

が
、
今
の
国
会
で
成
立
し
た
こ
と

だ
。
▼
過
労
死
防
止
基
本
法
案
に

つ
い
て
は
、
Ｏ
Ａ
Ｋ
と
し
て
も
１

０
０
万
人
署
名
の
一
助
と
な
る
た

め
に
署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で
少

な
い
な
が
ら
２
０
０
０
筆
以
上
を

集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
▼
こ
の

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
２
０
０

９
年
に
Ｏ
Ｋ
Ｉ
子
会
社
で
発
生
し

た
若
い
労
働
者
の
過
労
自
殺
を
Ｏ

Ａ
Ｋ
が
ご
家
族
を
支
援
し
て
労
災

を
勝
ち
取
り
、
会
社
自
体
に
も
労

災
を
認
め
さ
せ
、
ご
家
族
の
方
が

「
全
国
過
労
死
を
考
え
る
家
族
の

会
」
に
入
ら
れ
署
名
活
動
を
は
じ

め
た
こ
と
だ
。
▼
国
際
語
に
も
な
っ

た
「
Ｋ
ａ
ｒ
ｏ
ｓ
ｈ
ｉ
」
は
、
現

在
も
一
向
に
減
る
気
配
が
な
い
。

過
労
死
を
な
く
す
た
め
に
も
法
律

は
必
要
だ
が
、
そ
の
法
律
を
無
視

す
る
よ
う
な
政
府
が
検
討
を
始
め

た
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
や
労
使
が
合

意
す
れ
ば
残
業
時
間
の
歯
止
め
が

利
か
な
い
３
６
協
定
な
ど
抜
け
道

を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が

必
要
だ
。
▼
一
方
で
労
災
が
起
き

た
Ｏ
Ｋ
Ｉ
は
、
過
労
死
防
止
の
取

り
組
み
を
真
剣
に
進
め
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
業
績
は
鰻
登
り
に
好

調
だ
が
、
職
場
の
中
で
は
人
手
不

足
で
残
業
が
蔓
延
し
て
い
る
の
が

現
状
で
は
な
い
か
。
子
会
社
の
Ｏ

Ｓ
Ｋ
で
は
年
間
２
７
０
０
時
間
超

過
撲
滅
を
目
指
す
な
ど
、
こ
の
ま

ま
で
は
、
第
二
の
過
労
死
が
発
生

す
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

▼
会
社
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
は
『
常
に
お

客
様
に
「
安
心
」
を
お
届
け
し
ま

す
』
と
あ
る
が
、
従
業
員
に
対
す

る
「
安
心
」
こ
そ
最
優
先
に
し
て

も
ら
い
た
い
。

沖電気の職場を明るくする会 【ＯＡＫ】

連絡先：電機労働者懇談会気付 沖電気の職場を明るくする会

東京都港区新橋４－２４－３ エムエフ新橋６０１号 電話 03（6450）1777

「会」は沖電気とその関連などで働く人々

が「安心して人間らしく働ける職場」を願っ

て創られました。正規・非正規を問わず誰

でも入会できます。略称はＯＡＫ。

《設立１９８６年》

労働相談は、ホームページの「相談窓口」

で常時受け付けています。「沖電気の職場

を明るくする会」で検索して下さい。花言葉：清らかな心

「
成
長
へ
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
」
す
る
に
は

正
規
・
非
正
規
社
員
の
待
遇
改
善
を
最
優
先
に

《
Ｏ
Ｋ
Ｉ
第
９
０
回
定
期
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
る
》

蓮
の
花

≪株主総会への質問の主な内容≫
●海外移転促進を経営方針にしているが、

国内の雇用は守られるのか。

●同業他社との待遇改善をどう進めていくのか。

●安倍政権が進める「労働規制緩和」「派

遣法改悪」についての見解。

●正社員への登用制度運用規定を明らかに。

●契約社員に「更新上限」を付けるのは労

働契約法・公序良俗に違反しないか。

●品質問題の多発と生産能率向上問題。

●長時間・過重労働の改善について。

●女性社員の活用について。

●障害者の雇用率について。

↑ 内部取締役報酬は１，４６６万円増加↑ＯＫＩグループ内の賃金格差も重要な課題

ＯＫＩメカトロは4月べ、ＥＭＳは11月調べ

通信システムは中期計画を参考

会場前で職場新聞「あすなろ」を配布し株主に訴え。

ビラを受け取った株主からは「従業員の待遇が悪いね」

「株主配当が３円では低すぎる」などの声も。



OK I拠 点 所 在 地 の 割 増 率
時間外割増率　％
通常日 　休日

日本 25 35
ＯＫＩ 30 45
タイ 150 300
ブラジル 　50～８０ 100
アメリカ 50 50
中国 150 300
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監
督+

選
手
の
課
長
も

休
む
時
は休

ん
だ
ほ
う
が

【
埼
玉
・
本
庄
工
場
】

昼
休
み
の
暗
い
工
場
で
一

箇
所
だ
け
照
明
が
つ
い
て
い

る
場
所
が
あ
り
ま
し
た
。
基

盤
検
査
の
ラ
イ
ン
で
検
査
作

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

顔
ぶ
れ
を
見
る
と
管
理
職

（
課
長
さ
ん
た
ち
）
が
、
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
目
標
に

間
に
合
わ
な
い
か
ら
と
言
う

こ
と
の
よ
う
で
す
。
早
朝
始

業
時
間
前
の
部
内
会
議
も
あ

り
、
や
っ
と
の
昼
休
み
。
そ

れ
ぞ
れ
の
職
場
も
少
な
い
人

員
で
や
り
く
り
を
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

管
理
職
も
人
間
。
休
む
時

は
休
め
る
よ
う
に
し
て
、
本

来
の
管
理
職
の
仕
事
を
余
裕

を
持
っ
て
出
来
る
よ
う
に
な

れ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

２
４
時
間
稼
動
の
工
場
と

言
う
前
に
、
設
備
を
増
や
し

人
も
増
や
し
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
昼
休
み
も
休
め
な
い

よ
う
な
こ
と
で
は
、
部
下
に

対
す
る
言
動
も
パ
ワ
ハ
ラ
に

な
ら
な
い
か
心
配
で
す
。

沖
電
気
の
年
齢
別

最
低
賃
金
の
適
用
を

【
契
約
社
員
】

期
待
し
て
い
た
が
、
今
年

も
正
社
員
に
な
れ
ず
、
沖
電

気
労
組
員
に
な
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
労
組
員
に
な
れ
ば
労

使
が
決
め
た
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
賃
上
げ
や
労
働
条
件

の
改
善
に
繋
が
り
ま
す
。

取
締
役
に
昨
年
度
に
支
払
っ

た
平
均
報
酬
は
前
期
比
４
５

％

ア
ッ
プ
の

３
３
０
０
万

円
超
だ
と
聞
い
た
。

契
約
社
員
や
派
遣
社
員
は

や
っ
と
１
％

程
度
の
ア
ッ
プ

で
消
費
税
ア
ッ
プ
に
よ
り
、

生
活
の
苦
し
さ
が
増
し
、
ダ

ブ
ル
ワ
ー
ク
を
考
え
る
仲
間

も
い
ま
す
。
正
社
員
と
同
じ

労
働
に
対
し
て
は
、
同
一
待

遇
の
処
遇
を
し
て
ほ
し
い
。

出
張
帰
り
に
嬉
し
い

「
晩
酌
」
！

【
丸
紅
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
】

丸
紅
Ｏ
Ｋ
Ｉ
ネ
ッ
ト
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
ズ
（
株
）
は
、
こ
の

４
月
１
日
か
ら
旅
費
支
給
規

程
が
改
訂
さ
れ
、
日
帰
り
出

張
は
百
km
以
上
は
一
律
「
３

千
円
」
、
宿
泊
出
張
も
、
開

始
日
と
終
了
日
を
含
む
全
日

が
「
３
千
円
」
、
宿
泊
費
も

「
９
千
円
」
の
一
律
支
給
に

な
り
、
手
当
及
び
宿
泊
費
と

も
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
迄
は
、
例
え
ば
、
早

朝
・
深
夜
で
な
い
日
帰
り
出

張
は
、
片
道
２
百
km
（
新
幹

線
４
百
km
）
で
帰
着
が
２
１

時
以
前
は
「
支
給
な
し
」
、

２
１
時
以
降
で
や
っ
と
２
千

円
の
手
当
、
80
km
以
遠
は
深

夜
０
時
以
降
の
帰
宅
で
千
五

百
円
、
宿
泊
出
張
も
宿
泊
費

は
実
費
支
払
い
で
朝
食
付
き

の
場
合
は
「
夕
食
代
名
目
」

の
「
２
千
円
」
の
み
で
し
た
。

こ
の
改
訂
で
、
帰
り
の
新

幹
線
の
「
晩
酌
」
が
持
出
し

無
く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
う
れ
し
い
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

食
堂
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

【
群
馬
・
富
岡
】

６
月
に
は
い
っ
て
、
食
堂

の
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

喫
茶
コ
ー
ナ
が
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
覆
わ
れ
、
定
食
の
カ
ウ

ン
タ
ー
の
と
こ
ろ
に
は
、
工

事
の
コ
ー
ド
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

高
崎
の
食
堂
が
テ
レ
ビ
番

組
の
「
サ
ラ
メ
シ
」
に
出
た

の
も
影
響
し
て
い
る
の
か
、

５
月
ア
ン
ケ
ー
ト
が
全
員
に

配
ら
れ
ま
し
た
。
「
ラ
ー
メ

ン
の
麺
も
大
盛
り
が
あ
れ
ば

い
い
な
」
「
麺
の
固
さ
も
選

べ
る
と
い
い
の
だ
が
」
「
揚

げ
物
は
マ
ー
マ
ー
美
味
し
い
」

「
食
器
が
す
こ
し
く
た
び
れ

て
き
て
い
る
ね
」
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
８
月
の
夏
休
み
明
け
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
よ
う
で

す
が
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

Ｏ
Ａ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

雇用を増やすより時間外労働（残業）
で対処した方が費用が安くなる
＝時間外割増率（５０％以下）の設定

沖
電
気
を
考
え
る

《

第
７
７
回

》

◆
◇

作
業
量
増
の
対
策

◇
◆

日
本
で
は
人
員
増
よ
り
超
過
勤
務
で
対
応

「
カ
ロ
ー
シ
」
が
国
際

語
に
な
り
２
０
年
超
。

長
時
間
労
働
の
規
制
に

は
割
増
率
の
ア
ッ
プ
や

年
間
労
働
時
間
の
規
制

な
ど
が
必
要
で
す
。

均
衡
割
増
賃
金
率

厚
生
労
働
省
が
１
３
年

春
闘
時
に
雇
用
増
と
割
増

率
が
均
衡
に
な
る
値
を
試

算
し
て
い
る
。
１
０
年
度

は
５
３
．
９
％
。
つ
ま

り
時
間
外
割
増
率
が
そ
れ

以
下
な
ら
既
存
従
業
員
の

時
間
外
労
働
で
対
応
し
た

方
が
費
用
が
安
く
な
り
ま

す
。
世
界
の
国
々
の
通
常

日
の
割
増
率
は
５
０
～
。

「
過
労
死
防
止
法

」
成
立

個
人
の
問
題
で
は
な
く
社
会
の
問
題

６
月
２
０
日
、
つ
い
に
国
会
で
、
全

会
一
致
で
可
決
、
成
立
し
ま
し
た
。
法

律
は
「
国
は
過
労
死
の
実
態
の
調
査
を

行
い
防
止
対
策
を
講
じ
る
こ
と
義
務
づ

け
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
本
国
憲
法
第
９
条

①
日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武

力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の

戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、
こ

れ
を
認
め
な
い
。

物
価
・
前
年
同
月
比
３
・
２
％
増

２
３
年
ぶ
り
の
高
水
準

４
月

物
価
は
上
昇

賃
金
上
が
ら
ず

受
賞
者
は
「
日
本
国
民
」

ネ
ッ
ト
で
共
感
ひ
ろ
が
る

「
日
本
国
民
」
が
今
年
１
０
月
発

表
の
平
和
賞
候
補
に
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
。
何
度
で
も
挑
戦
す
る

た
め
に
「
憲
法
９
条
に
ノ
ー
ベ
ル

平
和
賞
を
」
実
行
委
員
会
は
署
名

サ
イ
ト
（http:chn.ge/1

bNX7Hb)

を
設
け
て
、
共
感
を
広
げ
て
い
る
。

発
案
者
の
鷹
巣
直
美
さ
ん
は

「
一
人
ひ
と
り
の
声
が
集
ま
れ
ば

世
の
中
は
か
わ
る
」
と
語
る
。

神奈川の主婦発案 委員会 が推薦受理

「今こそ 平和の願いを世界に広めたい」

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
破
綻

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
れ

ら
た
４
月
の
全
国
の
消
費
者

物
価
指
数
は
、
増
税
の
影
響

で
生
鮮
食
品
を
除
い
た
指
数

が
前
の
年
の
同
じ
月
を
３
．

２
％
上
回
り
、
上
昇
率
は
１

９
９
１
年
２
月
以
来
お
よ
そ

２
３
年
ぶ
り
の
高
い
水
準
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
基
本

賃
金
は
２
５
ヵ
月
連
続
減
。

株
価
高
・
円
安
誘
導
政
策

で
企
業
が
利
益
を
あ
げ
れ
ば

賃
金
も
上
が
る
。
物
価
上
昇

の
影
響
は
少
な
い
と
し
た
経

済
政
策
の
先
行
き
は
暗
い
。

１日に２人以上が
仕事で殺される日本

厚労省に過労自殺（精神障害）過労死

（脳、心臓疾患）を申請した件数

来
年
１
０
月
に
消
費
税
１
０
％

絶
対
反
対

■
総
務
省
「
消
費
者
物
価
指
数
」

生
鮮
を
除
く
総
合
。

■
厚
労
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」

所
定
内
給
与(
基
本
賃
金
）


